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１ 施設及び指定管理者について

指定期間

章

施策

取組

２ 利用状況について　
前指定管理者 現指定管理者 現指定管理者 現指定管理者

H29年度 H30年度 R1年度 R3年度

実績 実績 実績 実績 目標 目標

人 12,726 12,794 13,205 6,591 12,500 7,000

稼働率 - - - - - -

人 1,802 1,788 1,458 782 1,500 800

稼働率 - - - - - -

人 3,239 3,297 3,830 1,515 3,000 1,600

稼働率 - - - - - -

人 2,215 2,118 2,750 762 800 800

稼働率 - - - - - -

回 50 40 42 41 40 40

稼働率 16.3% 13.0% 14.6% 16.1% - -

回 40 42 42 18 30 30

稼働率 13.0% 13.7% 14.6% 7.1% - -

指標 稼働率の算出

会議室の利用（回） 年間回数/年間開設日

研修室の利用（回） 年間回数/年間開設日

年
間
利
用
数

-
バーベキューコーナー

の利用

令和２年度　実施事業

第５次
総合計画
関連取組

料金等

運営状況

施設概要

指定管理者

施設所在地

年間利用日数

3/8よりコロナウイルス感染症対策のため休館

都市活力がみなぎる便利で快適なまち

研修室、会議室、木工室、木工機械室、多目的室、木工工作室、資機材保管室、倉庫、事
務室・打合せ室・休養室、更衣室、木材保管室、電動木工機械一式、芝生広場、バーベ
キューコーナー、パソコン、電話、事務机・椅子ロッカー等

延床面積

主な自主事業

施設名等

備考

使用料／利用料金の有無

地域産業を基盤強化し雇用を充実する

単位

木工室の利用 -

利用料金制

都市と農村の交流活動等による農林業振興

-

R2年度

現指定管理者

木材加工販売事業、市内小中学校の環境教育活動支援事業、アドプトフォレスト制度に
よる企業との協働森づくり事業

備考

設置目的
及び

選定理由

イベント参加人数
(里山まつり、オートキャ

ンプ参加者を含む)
-

5

1

1

-

使用料／利用料金制

竣工年月

定休日

287日

有料

施設利用人数
(全体利用者数)

有

指定管理料の支払い

施設名

里山サポートネット・茨木 平成30年４月１日～令和５年３月31日

茨木市里山センターの活動拡大と、市域の里山保全活動の拡大を推進し、もって市民の里山や森林に対する
理解と認識を深め、市民参加型の里山保全の推進を図る事を提案している事から、身近な自然環境を活かし
た地域農林業の振興に寄与する事が期待される為。

平成25年3月

目的外使用 -

火曜日（祝日の場合は翌日休館）、12/29から1/3まで

-

改修年月

施設運営事業、各種講座・教室開催事業、センター自然観察林整備事業

部屋・設備

利用時間 午前９時から午後５時

主な実施事業

公の施設評価シート《指定管理用》

茨木市大字泉原20番地２

農林課

敷地面積

所管課名

里山センター

- 1408 ㎡
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３.収支状況について （単位：千円）

前指定管理者 現指定管理者 現指定管理者

H29年度 H30年度 R1年度 R3年度

決算額 決算額 決算額 予算額 決算額 執行率 予算額

総支出額 11,234 13,142 13,179 13,560 13,450 99.2% 13,612

人件費 5,140 5,773 6,391 6,844 6,127 89.5% 6,857

消耗品・修繕料 1,223 2,925 2,031 1,517 2,539 167.4% 1,531

会議費・出張交通費 142 107 35 47 19 40.4% 47

報償金 640 1,108 1,411 1,508 1,124 74.5% 1,498

光熱水費・燃料費 583 841 789 879 737 83.8% 897

通信運搬費 148 150 144 170 161 94.7% 170

雑費、手数料 77 78 79 180 95 52.8% 192

保険料 203 275 274 325 270 83.1% 330

その他 0 0 19 10 6 60.0% 10

里山まつり 1,299 1,301 1,300 1,380 50 3.6% 1,380

イベント実施 96 584 660 700 485 69.3% 700

体験教室 210 - - - - -

ホームページ運用 120 - - - - -

里山整備費 430 - - - - -
オートキャン
プ

923 - - - - -

戻入金 - - 46 - 1,837 -

総収入額 11,240 13,153 13,190 13,560 13,461 99.3% 13,612

指定管理料 10,998 12,884 12,927 13,306 13,306 100.0% 13,347

利用料収入 118 153 155 154 144 93.5% 185

その他 121 110 97 100 0 0.0% 69

繰入金 3 6 11 0 11 11

6 11 11 0 11 0

4,506 4,283 5,823 5,970 4,795 80.3% 6,130

5,084 5,091 6,687 5,970 6,009 100.7% 6,130

578 808 864 0 1,214 0

584 819 875 0 1,225 0

H29年度 H30年度 R1年度 R3年度

決算額 決算額 決算額 予算額 決算額 執行率 予算額

総支出額 10,998 12,884 12,927 13,306 13,306 100.0% 13,347

指定管理料 10,998 12,884 12,927 13,306 13,306 100.0% 13,347

総収入額 0 0 46 0 1,838 0

戻入金 - - 46 - 1,838 -

市

現指定管理者

収
入

指
定
管
理
業
務

収入―支出

内訳

支
出

収
入

指
定
管
理
者

R2年度

R2年度

総収入額

収入―支出

自
主
事
業

総支出額

支
出

内訳

【全体】収入―支出
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４.利用者ニーズの把握と対応について

①利用者意見の把握状況

アンケート 実施時期 回収数/配布数 13/20 枚

意見箱・メール 実施時期 件数 24 件

その他 実施時期 件数 12 件

アンケート 実施時期 回収数/配布数 145/500 枚

意見箱・メール 実施時期 件数 52 件

その他 実施時期 件数 - 件

アンケート 実施時期 回収数/配布数 121/500 枚

意見箱・メール 実施時期 件数 57 件

その他 実施時期 件数 - 件

②利用者からの主な意見・要望と対応

平成３０年５月(里山まつり）

公園施設のような遊具がないため、ボール遊びなど広場全体を遊
びの場として活用して欲しい。

R1年度

通年

-

H30年度

通年

-

R2年度

-

通年

現
指
定
管
理
者

樹木の樹種についてはポスターを作成して施設内に掲示してお
り、昆虫や植物についても可能な限り対応したい。

意見・要望

令和2年7月（夏イベント）

施設内の昆虫や植物の表示か図鑑があればいい。

水遊び等、子どもが楽しめるスペースがあればうれしい。

対応

現
指
定
管
理
者

令和元年５月(里山まつり）

現
指
定
管
理
者
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③アンケート実施結果

満足 やや満足 やや不満 不満 回答割合推移

回答数 回答数 回答数 回答数

回答割合 回答割合 回答割合 回答割合

19 5 0 0

79% 21% 0% 0%

46 6 0 0

88% 12% 0% 0%

49 8 0 0

86% 14% 0% 0%

満足 やや満足 やや不満 不満 回答割合推移

回答数 回答数 回答数 回答数

回答割合 回答割合 回答割合 回答割合

21 2 0 0

91% 9% 0% 0%

51 1 0 0

98% 2% 0% 0%

51 4 0 0

93% 7% 0% 0%

満足 やや満足 やや不満 不満 回答割合推移

回答数 回答数 回答数 回答数

回答割合 回答割合 回答割合 回答割合

21 3 0 0

88% 13% 0% 0%

50 2 0 0

96% 4% 0% 0%

53 4 0 0

93% 7% 0% 0%

満足 やや満足 やや不満 不満 回答割合推移

回答数 回答数 回答数 回答数

回答割合 回答割合 回答割合 回答割合

17 5 0 0

77% 23% 0% 0%

50 2 0 0

96% 4% 0% 0%

48 8 0 0

86% 14% 0% 0%

満足 やや満足 やや不満 不満 回答割合推移

回答数 回答数 回答数 回答数

回答割合 回答割合 回答割合 回答割合

20 3 0 0

87% 13% 0% 0%

49 3 0 0

94% 6% 0% 0%

48 8 0 0

86% 14% 0% 0%

現指定管理者 R1 52

現指定管理者 H30 56

安全・衛生面での満足度

年
度

総
回
答
数

現指定管理者 R2 23

現指定管理者 R1 52

現指定管理者 H30 56

利用時間帯への満足度

年
度

総
回
答
数

現指定管理者 R2 22

現指定管理者 R1 52

現指定管理者 H30 57

付帯設備への満足度

年
度

総
回
答
数

現指定管理者 R2 24

52

現指定管理者 H30 55

従業員の対応への満足度

年
度

総
回
答
数

現指定管理者 R2 23

5

4

3

2

1 24

現指定管理者 R1 52

現指定管理者 H30 57

施設・設備への満足度

年
度

総
回
答
数

現指定管理者 R2

現指定管理者 R1

0%

50%

100%

H30 R1 R2

満足

やや満足

やや不満

不満

0%

50%

100%

H30 R1 R2

満足

やや満足

やや不満

不満

0%

50%

100%

H30 R1 R2

満足

やや満足

やや不満

不満

0%

50%

100%

H30 R1 R2

満足

やや満足

やや不満

不満

0%

50%

100%

H30 R1 R2

満足

やや満足

やや不満

不満
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満足 やや満足 やや不満 不満 回答割合推移

回答数 回答数 回答数 回答数

回答割合 回答割合 回答割合 回答割合

23 0 0 0

100% 0% 0% 0%

49 0 0 0

100% 0% 0% 0%

48 3 0 0

94% 6% 0% 0%

満足 やや満足 やや不満 不満 回答割合推移

回答数 回答数 回答数 回答数

回答割合 回答割合 回答割合 回答割合

22 1 0 0

96% 4% 0% 0%

50 2 0 0

96% 4% 0% 0%

48 6 0 0

89% 11% 0% 0%

満足 やや満足 やや不満 不満 回答割合推移

回答数 回答数 回答数 回答数

回答割合 回答割合 回答割合 回答割合

17 3 0 0

85% 15% 0% 0%

34 3 0 0

92% 8% 0% 0%

39 8 0 0

83% 17% 0% 0%

現指定管理者 R1 37

現指定管理者 H30 47

高齢者・障害者への配慮への満足度

年
度

総
回
答
数

現指定管理者 R2 20

現指定管理者 R1 52

現指定管理者 H30 54

予約受付への満足度

年
度

総
回
答
数

現指定管理者 R2 23

R1

H30

6 R2

現指定管理者 49

現指定管理者 51

料金・減免条件への満足度

年
度

総
回
答
数

現指定管理者 23

8

7

0%

50%

100%

H30 R1 R2

満足

やや満足

やや不満

不満

0%

50%

100%

H30 R1 R2

満足

やや満足

やや不満

不満

0%

50%

100%

H30 R1 R2

満足

やや満足

やや不満

不満
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５.運営状況について
①施設管理運営状況

Ｓ：達成すべき水準を大きく上回った
Ａ：達成すべき水準を達成した
Ｂ：達成すべき水準を下回った

施設管理について

1

点検項目

市
評価

評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

年度末

2

自己
評価

達成すべき水準

所
見

所
見

A

A

共
通
項
目

計画書の作成・
提出について

点検時期

点検方法

書類確認

所
見

所
見

A
必要事項をもれなく記載し、年度
計画書を年度末30日以内に、市へ
提出する。

点検項目 達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

報告書の作成・
提出について

必要事項をもれなく記載し、定期
報告書は月末5日以内、事業報告
書は年度末30日以内に、市へ提
出する。

点検時期

毎月末か年度末

点検方法

書類確認

A

自己
評価

市
評価

7

点検項目 達成すべき水準

書類確認

自己
評価

市
評価

自己
評価

市
評価

自己
評価

市
評価

年度末

点検方法

点検時期

書類確認

年１回は業務の課題解決や、職員
として必要な知識を積む事が出来
る視察・研修会等を実施する。

評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

年度末

点検方法

6

3

点検項目 達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

文書の管理につ
いて

文書種別に応じて保存年限・場所
を明確に分類・整理し、適切に管
理を行う。

4

点検項目 達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

利用許可につい
て

茨木市里山センター条例に基づ
き、適切な料金区分の適用など、
適正な利用許可を行う。

点検時期

A

点検時期

自己
評価

市
評価

四半期毎

点検方法

現地確認

所
見

所
見

A

A

5

点検項目 達成すべき水準

会計事務につい
て

仕様書及び管理運営事業計画書
等で定めるとおりの配置となってい
る。

評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

利用料金等の会計事務について、
透明性を確保し、適切な処理が行
われている。

A

点検項目 達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

人員配置につい
て

毎月末

点検方法

書類確認

所
見

所
見

所
見

所
見

所
見

所
見

A

A

A

書類確認

A

研修の実施につ
いて

点検時期

所
見

点検時期

自己
評価

市
評価

年度末

点検方法

A

A
所
見
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自己
評価

共
通
項
目

10

点検項目 達成すべき水準

第三者への業務
委託について

-
点検時期

-

点検方法

-

11

点検項目 達成すべき水準

警備体制につい
て

施設の開錠・施錠を確認する。

所
見

点検時期

所
見

A

A

評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

所
見

所
見

自己
評価

市
評価

評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

点検方法
所
見

必要に応じて点検を行い、不備が
見つかった場合には協定書に準じ
て対応を行っている。

現地確認

8

点検項目 達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

設備の維持管理
について

所
見

点検時期

必要に応じて

自己
評価

市
評価

9

点検項目 達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

清掃・衛生管理
について

1日につき１回以上、必要に応じて
清掃を実施している。

点検時期

必要に応じて
所
見

点検方法

現地確認

A

市
評価

A

必要に応じて
所
見

点検方法

書類確認

A

A
自己
評価

市
評価

達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

緊急時対策、安全
管理について①

管理運営に関する基本協定書を
順守するとともに、危機管理規定を
定め、緊急時連絡網を整備し、職
員周知の取組を行っている。

所
見

点検時期

必要に応じて
所
見

点検方法

書類確認

A
市

評価

A
自己
評価

達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

緊急時対策、安全
管理について②

従事者に対し、火災予防・消防用
設備器具の取り扱い・避難誘導な
どの訓練を実施している。

点検時期

必要に応じて
所
見

点検方法

書類確認

A
市

評価

A
所
見

自己
評価

達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

備品の管理につ
いて

所有する備品の台帳を作成し、適
正に管理を行っている。

所
見

点検時期

四半期毎
所
見

点検方法

現地確認

A

A
自己
評価

市
評価

達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

関係法令の順守
について 茨木市里山センター管理運営業

務仕様書のほか、地方自治法・茨
木市里山センター条例及び施行
規則・茨木市指定管理者制度導入
に関する指針を順守している。

所
見

点検時期

必要に応じて
所
見

点検方法

ヒアリング

A

A
自己
評価

市
評価

12

点検項目

15

点検項目

14

点検項目

13

点検項目

518



40_里山センター

市
評価

自己
評価

市
評価

自己
評価

市
評価

自己
評価

市
評価

A

所
見

所
見

所
見

A

共
通
項
目

地方自治法に規定する公の施設
であると言う設置目的に基づき、利
用者の視点に立った公平・公正な
管理運営を行っている。また従事
者には、市主催の人権研修等への
参加を促すとともに、職員が理解
し、適切な応対が行われている。

達成すべき水準

管理運営に関する基本協定書を
順守している。

点検時期

書類確認

点検方法

書類確認

A

A

評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

市
評価

所
見

評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

所
見

自己
評価

所
見

A

A

所
見

所
見

達成すべき水準

点検時期

年度末
所
見

点検方法

達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

労働関係法令の
遵守について 労働関係法令に基づく雇用契約

書等を順守し、労災保険に加入し
ている。また、再委託をしている場
合には再委託先の労働関係法令
の順守を確認している。

所
見

点検時期

四半期毎
所
見

点検方法

現地確認

A

自己
評価

市
評価

A

達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

前指定管理期間時からの
継続雇用について

-

所
見

点検時期

-
所
見

点検方法

-

自己
評価

当施設の管理運営上に必要な特
技・技能を持つ人材は、障害者・高
齢者や男女を問わず雇用してい
る。

点検時期

年度末

点検方法

点検方法

達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

個人情報の保護
について①

利用者個人情報を保護するため
の、施錠やセキュリティに関する取
組が実施されている。

A

所
見

A

A

点検項目

年度末

22

点検項目

環境への配慮に
ついて

点検時期

年度末

点検方法

現地確認

A

自己
評価

市
評価

ヒアリング

個人情報の保護に関する法律及
び本市個人情報保護条例の規定
により、個人情報の適正な管理の
為、必要な措置を講じている。

達成すべき水準

19

達成すべき水準

人権尊重につい
て

個人情報の保護
について②

年度末

20

点検項目

21

点検項目

点検時期

評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

ヒアリング

16

点検項目

18

点検項目

就職困難者の雇
用について

17

点検項目
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A
所
見

A
所
見

B
所
見

A
所
見

A
所
見

A
所
見

A
所
見

A
所
見

B
所
見

A
所
見

B
所
見

A
所
見

達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

苦情・要望への
対応

苦情・要望があった場合、適切な
対応を行い、内容及び措置状況の
記録をつける。

自己
評価

A
所
見

点検時期

毎月末
市

評価
A

所
見

点検方法

書類確認

市
評価

自己
評価

市
評価

年度末

市民参加による里山里地保全活動
を広める。

間伐材や、それを利用した木材製
品の製作や販売、木竹炭等の販
売を行う。 市

評価

自己
評価

市
評価

評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

コロナにより実施しなかったが、次回の
開催に向け検討を行った。

所
見

所
見

独
自
設
定
項
目

市
評価

市
評価

自己
評価

コロナにより実施しなかったが、次回の
開催に向け検討を行った。

指標

指
定
管
理
事
業

仕様書、計画書等で
定める実施内容

（達成すべき水準）
評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

A

各種講座・教室開催事業

点検方法

屋外施設について、適正良好に管
理する。

施設運営事業

市広報やホームページ・チラシな
どにより「いつでも誰でも自由に利
用出来る施設」を基本として管理
運営する。

自己
評価

所
見

新型コロナ感染防止のため開催中止
自己
評価

市
評価

自己
評価

書類確認

点検時期25

点検項目 達成すべき水準

毎月末

点検方法

その他

23

点検項目

ホームページの
管理

月２回の定期更新を行っている。

利用者ニーズの
把握

事務室前に意見箱を設置し、利用
者の満足度や意見を調査する。

24

点検項目

達成すべき水準

点検時期

評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

所
見

市
評価

自己
評価

自己
評価

②指定管理事業・自主事業等の評価

A

A

A

自
主
事
業

木材加工販売事業

市内小中学校の環境教
育活動支援事業

アドプトフォレスト制度に
よる企業との協働森づくり
事業

センター自然観察林整
備事業

新型コロナ感染防止のため活動回数が
半減子どもの頃から自然にふれあい、

環境に対する認識を持てる機会を
提供する。

市民ボランティア団体行政・企業・
森林所有者が連携・協働して、茨
木市域の里山里地の保全・再生が
図れる様に努める。

新型コロナ感染防止のため活動中止

コロナにより実施しなかったが、次回の
開催に向け検討を行った。
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B
所
見

A
所
見

A
所
見

A
所
見

所
見

所
見

所
見

所
見

仕様書、計画書等で
定める実施内容

（達成すべき水準）
評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

自己
評価

市
評価

そ
の
他
提
案
内
容
等

里山まつり実施事業

感染症対策について

指標

里山里地を守り育てることの大切さ
を広め、市民参加による森づくりを
推進するとともに、里地里山保全
活動団体相互や地域住民との連
携を深め、活動を活性化させる。

「３密」の回避（密集、密接、密閉）
など「新しい生活様式」を取り入れ
た管理運営を行う。

コロナにより実施しなかったが、次回の
開催に向け検討を行った。

新型コロナ感染防止のため中止

市
評価

自己
評価

市
評価

市
評価

自己
評価

自己
評価
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６.全体評価 ※を除き、４段階評価〔Ｓ：特に優秀　Ａ：良好　Ｂ：軽微な課題あり　Ｃ：重大な問題あり〕

自己
評価 Ｂ 所見

市
評価 Ａ 所見

自己
評価 Ａ 所見

市
評価 Ａ 所見

自己
評価 Ａ 所見

市
評価 Ａ 所見

自己
評価 Ａ 所見

市
評価 Ａ 所見

自己
評価 Ａ 所見

市
評価 Ａ 所見

評価項目

里山センターの設置目的に合致する森林ボランティアによる里山保全に
向けた整備や講習会開催などの事業を中心に積極的に実施している。

個
別
評
価

利用状況について

収支状況について
※Ａ～Ｃ：３段階評価

利用者ニーズの
把握と対応について

施設管理運営状況
※Ａ～Ｃ：３段階評

価

指定管理事業・
自主事業等の評価

運
営
状
況
に
つ
い
て

いつでも誰でも自由に利用できる施設であることを基本とし、市広報による
ＰＲ、ホームページ、チラシ作成による情報提供のほか、市民ボランティア
や林業従事者の技能やノウハウを活用したイベントや講座・講習会・教室
の開催、間伐材等の提供、木工工作指導などを行い、当施設の効用を最
大限に発揮している。

評　価　・　所　見

新型コロナウィルス感染対策のため4月1日～5月31日まで閉館。また、茨
木里山まつりをはじめとするイベント、講座講習会等の中止、ＢＢＱ場や
オートキャンプ場の利用制限などにより、利用者数は前年度の半数以下と
なった。

指定管理事業・自主事業ともに収支の均衡がとれた健全な運営ができるよ
う体力に合った財務規模としている。自主事業の当季純利益金額は
349,810円

市の定める「施設利用者アンケート実施計画」に基づき、利用者の声を聴
くアンケートを実施・分析し、業務改善につなげるための自己評価を行い、
サービス向上を図っている。利用者アンケート用紙を常設している。

地方自治法の規定する公の施設であるという設置目的に基づき、利用者
サービスの向上と利用促進が図れるよう管理運営するとともに、里山まつり
をはじめ「四季のイベント」や講座・教室を開催し、市民の里山里地や森林
に対する理解と関心を深めている。

利用者数の減少は新型コロナウィルス感染症の感染拡大による講座や行
事等の中止によるものが大半で指定管理者の責めによるものではなく、再
開に向けての準備も怠っていなかった。

アンケート調査を中心に利用者ニーズの把握に努め、サービスの向上に
つなげている。

施設及び設備の清掃・点検等が行き届き、利用者が利用しやすい環境を
整えている事がアンケート等からも伺えることから、運営状況は良好であ
る。

収支状況は均衡の取れた健全な運営ができている。
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６.全体評価 ※を除き、４段階評価〔Ｓ：特に優秀　Ａ：良好　Ｂ：軽微な課題あり　Ｃ：重大な問題あり〕

評価項目 評　価　・　所　見

自己
評価 Ａ 所見

市
評価 Ａ 所見

総合評価
（施設設置目的の
総合的な達成度）

里山センターは現在、指定管理者によって適切に管理され、森林ボラン
ティアの拠点として、都市住民が里山と触れ合う場所として、里地里山保
全を学ぶ場所として十分機能していると考えられる。
利用者数については、新型コロナウィルス感染症の感染拡大の影響により
減少となったが、バーベキューやオートキャンプの事前申し込みは好調で
あり、今後、イベント以外の管内施設の利用促進を図るイベント開催につ
いても検討していきたい。

森林保全に関わる団体から里山センターとしての絶好のロケーションや充
実した施設設備、機材設備は大阪府内に類似施設が見当たらず大変高
い評価を受けています。
平成19年の里山センター開設依頼、当施設への認知度向上に伴い着実
に利用者が増加し、森林ボランティア団体のほかに、学校等の環境教育
の場として、また茨木市北部地域における地域交流の拠点施設としても非
常に重要な役割を果たしております。令和2年度は新型コロナウィルス感
染防止のため閉館やイベント講座・講習会の中止によって、年間目標利
用者人数15,000人を達成することはできなかった。
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